
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源地：笹ヶ峰ダム 

水源地：野尻湖 

苗名滝 

板倉調整池 

板倉発電所 

中江：大熊川サイフォン 

関川右岸幹線用水路 

上江：別所川サイフォン 

平成 29 年 3 月 

関川水系土地改良区 

受益地：大区画ほ場 



目  次 

 

1. 気象概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.1-2 

(1) 積雪量 

(2) 降水量 

(3) 気 温 

 

2. 一級河川「関川」の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.3 

(1) 関川の水位と流量 

 

3. 笹ヶ峰ダム・野尻湖の管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.4-5 

(1) 笹ヶ峰ダムの管理（貯水位・流入量） 

(2) 野尻湖の管理（貯水位・貯水量） 

 

4. 幹線用水路の管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.6-17 

(1) 板倉調整池・各頭首工からの取水量・・・・・・・・・・・・・・・P.6-8 

1) 板倉調整池（関川右岸・上江・中江） 

2) 上江幹線用水路関係（板倉発電所・大熊川・別所川・飯田川） 

3) 中江幹線用水路関係（板倉発電所・戸野目川） 

4) 大道子安幹線用水路関係（子安） 

5) 稲荷中江幹線用水路関係（関川・矢代川・本郷・笹川） 

 

(2) 各幹線用水路の流下量・取水量実績・・・・・・・・・・・・・・・P.8-14 

1) 関川右岸幹線用水路 

2) 上江幹線用水路 

3) 中江幹線用水路 

4) 稲荷中江幹線用水路 

 

(3) 番水の記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.14-15 

 

(4) 揚水機場の運転実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.16-17 

 

 

 

 



 

 

(1) 積雪量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 降水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 気象概況「暖冬少雪」 

1) 笹ヶ峰ダムの積雪量(m) 

○積雪ゼロを記録した日は、平年が 6 月 2 日であるのに対し、平成 28 年は 4 月 18 日に積雪
ゼロを記録。 

○最大積雪深は、平年値が 343m であるのに対し、平成 28 年は 206cm で少雪あった。 

※平年値＝S56~H28 の平均 

1) 笹ヶ峰ダムの期別降水量(mm) 

○田植え期の 5 月中旬～6 月上旬に平年値と同程度の降水があり、その他の期別では平年値
を 1mm 程度下回った。最大降水は 7 月 26 日の 70mm/day 

○平年値と比較して、全般に降水は少ない年であった。 

※平年値＝S54～H27 の平均 

2) 笹ヶ峰ダム以外の積雪量(m) 

○野尻湖周辺（信濃町）、関山、高田の月

別最深積雪は、平年値の約 50％程度、

4 月には積雪ゼロを記録。 

※平年値＝H23~H27 の平均 
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(3) 気温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 笹ヶ峰ダム以外の月別降水量(mm) 

○野尻湖周辺（信濃町）、関山、高田の月別降

水量は、3 月・5 月・6 月・10 月が平均値

より少なく、7 月・9 月が平年値より多い。 

※平年値＝H23~H27 の平均 

1) 笹ヶ峰ダムの期別気温(℃) 

○代掻き期・田植え期・中干し期の 5 月上旬～7 月上旬の間が平年値より高く、その他の期別
では平年値と同程度の気温であった。 

※平年値＝S56～H27 の平均 

2) 笹ヶ峰ダム以外の月別気温(℃) 

○野尻湖周辺（信濃町）、関山、高田の月別気

温は、1 月～5 月の間が平均値より高く、6

月以降は平年並みの気温であった。 

※平年値＝H23~H27 の平均 
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(1) 河川水位と河川流量 

○観測所名：関川 二子島（妙高市西条地内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一級河川「関川」の概況 

【総括】 

板倉調整池の下流部に位置する関川「二子島観測所」の河川水位と流量を平年値と比較した結果 

① 少雪により 4 月から 6 月上旬まで水位・流量とも平年値より少なかった。 

代掻き期と田植え期は用水不足の状況であった。 

② 6 月上旬以降 9 月中旬迄の間は平年値と同程度であった。 

③ 収穫期の 9 月中旬以降は、降雨等により平年値より多い状況が続いた。 

※平年値＝H22~H27 の平均 
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(1) 笹ヶ峰ダムの貯水状況 

 

 

 

 

 

 

【笹ヶ峰ダム 貯水状況図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【笹ヶ峰ダム 流入量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 野尻湖の貯水状況 

3. 笹ヶ峰ダムと野尻湖の管理 

笹ヶ峰ダムは、例年にない少雪と田植え期の少雨により以下の渇水対策（運用）を実施。 

 ①ダムの貯水は、例年６月下旬に満水を向かえるところ本年は 5 月 11 日に満水 919 万㎥とする。 

 ②田植え期の用水不足により 5 月 23 日より落水し 6 月 13 日に貯水量 566 万㎥迄貯水量が低下。 

 ③ダムの貯水量確保のため、6 月 13 日～8 月 10 日までの 59 日間「22 年ぶりの番水」を実施。 

 ④番水の効果で 7 月 28 日には貯水量は 896 万㎥迄回復し、その後登熟期の落水を実施。 

 ⑤かんがい終了９月 10 日の貯水量は 158 万㎥迄低下。 

⑥かんかい用水総使用量は 1,091 万㎥でした。（田植期 353 万㎥＋登熟期 738 万㎥） 

＜平年値＝S54~H27 の平均＞ 

笹ヶ峰ダムへの流入量も 5 月から 7 月上旬までの間、平年より少なかった。 
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【野尻湖貯水位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【野尻湖貯水量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野尻湖については、渇水対策と観光資源としての活用（町制 60 周年記念事業）を意識し、 

信濃町との調整を密にして運用しました。 

 ①５月 31 日満水状態（972 万㎥）で東北電力より引き継ぐ。 

 ②落水は、７月 20 日（940 万㎥）より開始。かんがい終了時貯水量は 501 万㎥で、 

かんがい用水総使用量は 439 万㎥、貯水率 50%を維持。 
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(1) 板倉調整池・各河川頭首工からの取水量 

1) 板倉調整池（関川右岸・上江・中江） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 上江幹線用水路関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 幹線用水路の管理 

① 上江・中江関係受益面積 5,465.9ha に対する板

倉調整池からの総取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 89.6%、 

・普通期で 84.2%、 

普通期（番水期間）で 90.9% 

・普通期Ⅱの期間で 83.5%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 16.329 14.627 15.749 13.776

番水前 13.036 14.917 7.229

番　水 14.379 16.681 11.238

番水後 13.617 15.816 7.887

普通期Ⅱ 9.872 8.241 11.935 6.658

⑥　板倉発電所調整池　　(①－②＋④＋⑤)

5,467.9 15.827

期別
面積
(ha)

目標量
(㎥/s)

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 3.260 3.134 3.558 2.825

番水前 3.091 3.774 0.154

番　水 3.147 3.780 2.375

番水後 3.138 3.945 0.000

普通期Ⅱ 2.170 1.611 3.382 0.000

最大放流量　３．９㌧/Ｓ

③　板倉発電所第４号

期別
面積
(ha)

目標量
(㎥/s)

取水実績(㎥/s)

2253.0 3.016

① 板倉発電所 4 号機から上江幹線用水路受益

2,253ha への放水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 96.1%、 

・普通期で 103.2%、 

普通期（番水期間）で 104.3% 

・普通期Ⅱの期間で 74.2%程度でした。 

※ 課題として最大放水量 3.9 ㎥/s の放流が必要 

平均 最大 最小

代かき期 1.005 0.403 0.642 0.122
番水前 0.343 0.703 0.122
番　水 0.389 0.763 0.129
番水後 0.239 0.513 0.000
普通期Ⅱ 0.574 0.000 0.246 0.000

取水実績(㎥/s)

373.0 0.969

大熊川頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

② 大熊川頭首工から上江幹線用水路受益 373ha

への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 40.1% 

・普通期で 30.0% 

普通期（番水期間）で 40.1% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%でした。 

平均 最大 最小

代かき期 2.425 0.759 1.247 0.615
番水前 0.569 0.865 0.376
番　水 0.633 1.074 0.133
番水後 0.423 0.653 0.000
普通期Ⅱ 1.406 0.368 0.665 0.000

別所川頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

861.7 2.350

③ 別所川頭首工から上江幹線用水路受益

861.7ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 31.3% 

・普通期で 21.1% 

普通期（番水期間）で 26.9% 

・普通期Ⅱの期間で 26.2%でした。 

平均 最大 最小

代かき期 2.426 0.250 0.480 0.076
番水前 0.193 0.283 0.068
番　水 0.005 0.353 0.000
番水後 0.004 0.940 0.000
普通期Ⅱ 1.380 0.000 0.303 0.000

飯田川頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

918.7 2.338

④ 飯田川頭首工から上江幹線用水路受益

918.7ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 10.3% 

・普通期で 4.2% 

普通期（番水期間）で 0.2% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%でした。 

【総括】○上江幹線用水路へ用水供給する小河川からの取水量は、暖冬少雪のため目標量に対

し各河川とも非常に少なく、特に、飯田川では各期別とも殆ど取水出来ない状況で

した。 

【総括】○東北電力に操作管理を依頼している板倉調整池の取水量は、各期別とも 80%以上

を確保できたが、暖冬少雪の影響を受けて代掻き後の田植え期に最も少量であっ

た。 
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3) 中江幹線用水路関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 大道子安幹線用水路関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 稲荷中江幹線用水路関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 最大 最小

代かき期 0.134 0.130 0.130 0.130
番水前 0.130 0.130 0.130
番　水 0.120 0.120 0.120
番水後 0.110 0.110 0.110
普通期Ⅱ 0.086 0.060 0.060 0.060

30.5 0.132

戸野目川頭首工　左岸

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.633 0.500 0.520 0.460
番水前 0.450 0.490 0.380
番　水 0.330 0.420 0.240
番水後 0.370 0.440 0.250
普通期Ⅱ 0.405 0.160 0.210 0.110

144.0 0.625

戸野目川頭首工　右岸

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
① 戸野目川頭首工右岸から中江幹線２号用水路

受益 144.0ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 79.0% 

・普通期で 65.6% 

普通期（番水期間）で 52.8% 

・普通期Ⅱの期間で 39.5%でした。 

② 戸野目川頭首工左岸から直接取水区域受益

30.5ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 97.0% 

・普通期で 90.9% 

普通期（番水期間）で 90.9% 

・普通期Ⅱの期間で 69.8%でした。 

【総括】○中江幹線２号用水路 174.5ha に灌漑する戸野目川頭首工からの取水量は、目標水

量に対し 60%～80%程度が確保されていた。 

平均 最大 最小

代かき期 1.467 1.376 2.390 0.679

番水前 0.194 0.989 0.000

番　水 0.565 2.847 0.000

番水後 0.788 1.580 0.000

普通期Ⅱ 1.201 0.000 0.215 0.000

子安頭首工注水

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

220.9 1.446

平均 最大 最小

代かき期 1.474 0.500 0.600 0.390

番水前 0.420 0.490 0.350

番　水 0.400 0.560 0.270

番水後 0.660 0.830 0.500

普通期Ⅱ 1.223 0.330 0.390 0.260

220.9 1.454

子安頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

① 櫛池川水系子安頭首工から新道区域の受益

220.9ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 33.9% 

・普通期で 37.1% 

普通期（番水期間）で 27.5% 

・普通期Ⅱの期間で 27.0%でした。 

参考：中江幹線用水路から櫛池川子安頭首工への注

水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 93.8%、番水前 13.4% 

・番水期 39.1%、番水後 54.5% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%でした。 

【総括】○新道地域 220.9ha に対する中江幹線用水路からの注水量は番水前を除き 40%以上

確保されていたが、子安頭首工からの取水量は目標水量に対し 30%程度であり、

子安頭首工からの取水方法に課題が残りました。 

平均 最大 最小

代かき期 1.092 1.079 1.288 0.913

番水前 1.264 1.727 0.885

番　水 1.101 1.573 0.750

番水後 0.919 1.156 0.000

普通期Ⅱ 0.893 0.567 0.803 0.650

関川頭首工

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

142.8

期別

1.081

平均 最大 最小

代かき期 1.070 0.833 1.250 0.550

番水前 0.758 1.250 0.190

番　水 ― ― ―

番水後 ― ― ―

普通期Ⅱ 0.881 ― ― ―

期別

106.5

矢代川頭首工

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

1.059

① 関川頭首工から稲荷中江幹線用水路受益

142.8ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 98.8% 

・普通期で 101.0% 

・普通期（番水期間）で 101.9% 

・普通期Ⅱの期間で 63.5%でした。 

② 矢代川頭首工から稲荷中江幹線用水路受益

106.5ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 77.9% 

・普通期で 71.6% 

・6 月 2 日以降、矢代川の流下量がなく矢代川

頭首工からの取水を停止しました。 
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(2) 各幹線用水路の流下量・取水量実績 

1) 関川右岸幹線用水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 最大 最小

代かき期 4.000 3.184 3.639 2.964

番水前 3.264 3.571 2.898

番　水 3.131 3.571 2.706

番水後 2.921 3.434 0.808

普通期Ⅱ 2.000 2.388 2.898 1.905

期別

①　関川右岸(鳥坂観測局)

面積
(ha)

目標量
(㎥/s)

取水実績(㎥/s)

393.5 4.000

② 関川右岸用水路（参賀・水上地域）

393.5ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 163.6%、 

・普通期で 160.7%、 

普通期（番水期間）で 159.6% 

・普通期Ⅱの期間で 192.9%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 2.840 1.286 1.677 1.042

番水前 1.302 2.026 1.092

番　水 1.335 1.620 1.092

番水後 1.287 1.509 0.475

普通期Ⅱ 1.321 1.078 1.403 0.808

取水実績(㎥/s)

ー 2.875

期別
面積
(ha)

目標量
(㎥/s)

②　板倉(孫)観測局

③ 関川右岸用水路下流部（孫観測局）における流下

量は、目標量に対し 

・代掻き期で 45.3%、 

・普通期で 45.0%、普通期（番水期間）で 46.3% 

・普通期Ⅱの期間で 81.6%程度でした。 

① 関川右岸用水路上流部（鳥坂観測局）393.5ha

に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 79.6%、 

・普通期で 77.3%、普通期（番水期間）で 78.3% 

・普通期Ⅱの期間で 119.4%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 1.160 1.898 2.115 1.719

番水前 1.962 2.168 1.204

番　水 1.796 2.168 1.590

番水後 1.654 2.138 0.333

普通期Ⅱ 0.679 1.310 1.602 1.112

393.5 1.125

関川右岸(参賀・水上)

目標量
(㎥/s)

取水実績(㎥/s)
期別

面積
(ha)

【総括】○参賀・水上地域の受益 393.5ha への取水量が、必要取水量に対し平均 160%程度と著

しく超過した供給実績であったことから、下流部の上江幹線用水路において水不足が

生じています。 

○上江幹線用水路の水不足を解消するためには、客水地域の水上土地改良区との取水量

調整が必要です。 

平均 最大 最小

代かき期 0.234 0.180 0.180 0.180

番水前 0.180 0.180 0.180

番　水 0.150 0.150 0.150

番水後 0.110 0.110 0.110

普通期Ⅱ 0.167 0.090 0.090 0.090

28.4 0.234

笹川頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.348 0.230 0.230 0.230

番水前 0.270 0.270 0.270

番　水 0.240 0.240 0.240

番水後 0.230 0.230 0.230

普通期Ⅱ 0.280 0.000 0.000 0.000

29.1 0.347

本郷頭首工

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)③ 大瀬川本郷頭首工から稲荷中江支線用水路

受益 29.1ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 66.1% 

・普通期で 72.0% 

・普通期（番水期間）で 69.2% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%でした。 

④ 正善寺川笹川頭首工から稲荷中江支線用水

路受益 28.4ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 76.9% 

・普通期で 62.0% 

・普通期（番水期間）で 64.1% 

・普通期Ⅱの期間で 53.9%でした。 

【総括】○稲荷中江地域 142.8ha に対する各河川頭首工からの取水量は、平均して 

関川頭首工で 100%程度、矢代川頭首工で 70%以上、本郷・笹川頭首工で 60%以

上が確保できました。 

○矢代川については、6 月 2 日以降流下量の減少により取水を停止しました。 
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2) 上江幹線用水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 上江幹線用水路上流「板倉観測局」2,253ha に

対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 72.5%、 

・普通期で 49.2%、 

普通期（番水期間）で 76.1% 

・普通期Ⅱの期間で 77.0%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 6.100 4.420 4.890 3.960
番水前 4.394 5.070 2.180
番　水 4.482 5.190 3.620
番水後 4.404 5.190 0.440
普通期Ⅱ 3.491 2.689 4.190 1.200

2,253.0 5.891

上江幹線水路(板倉観測局)

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
期別

平均 最大 最小

代かき期 0.264 0.715 0.969 0.239
番水前 0.687 0.999 0.000
番　水 0.857 1.008 0.800
番水後 0.641 1.181 0.000
普通期Ⅱ 0.151 0.181 0.680 0.000

期別

99.6 0.254

板倉観測局～大熊川

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
② 板倉観測局～大熊川までの受益 99.6ha

への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 270.3%、 

・普通期で 261.4%、 

普通期（番水期間）で 337.4% 

・普通期Ⅱの期間で 119.9%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 5.836 4.108 4.774 3.510
番水前 4.050 4.774 3.447
番　水 4.015 4.645 3.510
番水後 4.002 4.645 3.388
普通期Ⅱ 3.340 2.400 3.756 1.188

2,153.4 5.637

大熊川合流

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
③ 大熊川頭首工からの取水地点下流 2,153.4ha に

対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 70.4%、 

・普通期で 71.4%、 

普通期（番水期間）で 71.2% 

・普通期Ⅱの期間で 71.9%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 1.005 1.400 1.604 1.148
番水前 1.339 2.139 0.859
番　水 1.065 1.406 0.668
番水後 0.873 1.359 0.448
普通期Ⅱ 0.574 0.489 0.973 0.118

大熊川～別所川

期別
面　積
(ha)

取水実績(㎥/s)

373.0 0.969

目標流量
(㎥/s )

④ 大熊川～別所川までの受益 373.0ha へ

の取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 139.3%、 

・普通期で 114.1%、 

普通期（番水期間）で 109.9% 

・普通期Ⅱの期間で 85.2%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 4.831 3.467 4.223 2.922
番水前 3.279 3.892 2.014
番　水 3.582 4.079 2.877
番水後 3.552 3.938 3.193
普通期Ⅱ 2766 2.298 3.748 0.470

別所川サイホン吐口

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

1780.4 4.668

⑤ 別所川頭首工からの取水地点下流 1,780.4haに

対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 71.8%、 

・普通期で 73.2%、 

普通期（番水期間）で 76.7% 

・普通期Ⅱの期間で 83.1%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 2.406 1.146 1.532 0.939
番水前 1.062 1.439 0.471
番　水 1.237 1.627 0.773
番水後 1.289 1.501 0.967
普通期Ⅱ 1.360 0.930 1.138 0.471

飯田川観測局(サイホン吐口)

取水実績(㎥/s)
期別

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

918.7 2.318

平均 最大 最小

代かき期 2.425 2.570 2.844 2.166
番水前 2.410 2.771 1.799
番　水 2.369 2.787 1.573
番水後 2.267 3.211 1.645
普通期Ⅱ 1.406 1.299 2.277 0.000

861.7 2.35

別所川～飯田川

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
⑥ 別所川～飯田川までの受益 861.7ha へ

の取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 106.0%、 

・普通期で 99.5%、 

普通期（番水期間）で 100.9% 

・普通期Ⅱの期間で 92.4%程度でした 

⑦ 飯田川頭首工からの取水地点下流 918.7ha に

対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 47.6%、 

・普通期で 50.7%、 

普通期（番水期間）で 53.4% 

・普通期Ⅱの期間で 68.4%程度でした。 
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3) 中江幹線用水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 最大 最小

代かき期 0.521 0.284 0.447 0.162
番水前 0.278 0.475 0.169
番　水 0.244 0.353 0.000
番水後 0.281 0.377 0.141
普通期Ⅱ 0.297 0.237 0.478 0.169

197.4 0.502

川浦分水受益

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 1.885 0.862 1.189 0.666
番水前 0.784 1.096 0.302
番　水 0.993 1.404 0.597
番水後 1.008 1.165 0.714
普通期Ⅱ 1.063 0.694 0.933 0.302

川浦分水下流

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

721.3 1.816

⑧ 川浦分水区域の受益 197.4ha への取水

量は、目標量に対し 

・代掻き期で 54.5%、 

・普通期で 55.7%、 

普通期（番水期間）で 48.6% 

・普通期Ⅱの期間で 77.8%程度でした 

⑨ 川浦分水地点より下流 721.3ha に対する流下

量は、目標量に対し 

・代掻き期で 45.7%、 

・普通期で 49.3%、 

普通期（番水期間）で 54.7% 

・普通期Ⅱの期間で 65.3%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 1.026 0.396 0.742 0.180
番水前 0.401 0.908 0.081
番　水 0.830 1.531 0.350
番水後 0.824 1.168 0.547
普通期Ⅱ 0.575 0.750 1.015 0.180

396.1 0.988

三方分水口

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.859 0.466 0.691 0.241
番水前 0.384 0.583 0.126
番　水 0.163 0.507 0.000
番水後 0.184 0.909 0.000
普通期Ⅱ 0.488 0.000 0.160 0.000

川浦分水下流～三方分水まで

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

0.828325.2

⑩ 川浦分水下流～三方分水までの受益

325.2ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 54.2%、 

・普通期で 34.3%、 

普通期（番水期間）で 19.7% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした 

⑪ 三方分水地点より下流 396.1ha に対する流下

量は、目標量に対し 

・代掻き期で 38.6%、 

・普通期で 62.0%、 

普通期（番水期間）で 84.0% 

・普通期Ⅱの期間で 130.4%程度でした。 

【総括】○上江幹線用水路上流部の流下量は、目標水量の 70%程度を確保するも、飯田川頭

首工取水地点から下流地域へは目標水量の 50%程度しか確保出来なかった。 

○原因として以下のことがあげられます。 

・飯田川の流下が無く飯田川頭首工からの取水が殆ど得られなかったこと。 

・上流部「板倉～清里」地域の受益地に対する取水量が 100%以上の超過取水であっ

たこと。 

平均 最大 最小

代かき期 9.069

番水前

番　水

番水後

普通期Ⅱ 5.702

2,821.4 8.811

中江幹線水路(電力発電放水路)

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.839

番水前

番　水

番水後

普通期Ⅱ 0.631

関川頭首工注水

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

142.8 0.827

① 中江幹線用水路上流部 2,821.4haに対する流下

量は、東北電力からのデータ提供が無く不明。 

・代掻き期で    %、 

・普通期で    %、 

普通期（番水期間）で    % 

・普通期Ⅱの期間で    %程度でした。 

② 稲荷中江幹線用水路 142.8ha の関川頭首工への注

水量は、東北電力からのデータ提供が無く不明。 

・代掻き期で   %、 

・普通期で   %、 

普通期（番水期間）で    % 

・普通期Ⅱの期間で   %程度でした 
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③ 中江幹線用水路「熊川局」より下流 2,678.6ha

に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 101.0%、 

・普通期で 91.4%、 

普通期（番水期間）で 101.5% 

・普通期Ⅱの期間で 91.3%程度でした。 

④ 大熊川～別所川までの板倉受益 273.4ha へ

の取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 229.7%、 

・普通期で 139.9%、 

普通期（番水期間）で 190.2% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした 

平均 最大 最小

代かき期 8.23 8.309 8.897 7.894

番水前 6.68 8.302 3.243

番　水 8.101 8.976 6.028

番水後 7.916 9.152 6.028

普通期Ⅱ 5.071 4.632 6.25 4.361

取水実績(㎥/s)

中江幹線水路(熊川局)

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

2,678.6 7.984

平均 最大 最小

代かき期 0.728 1.672 2.067 1.432

番水前 1.103 1.962 0.140

番　水 1.335 2.607 0.746

番水後 0.861 1.640 0.000

普通期Ⅱ 0.415 0.000 0.101 0.000

大熊川～別所川

期別
面　積
(ha)

取水実績(㎥/s)

273.4 0.702

目標流量
(㎥/s )

平均 最大 最小

代かき期 7.502 6.637 7.01 6.241

番水前 5.576 6.711 3.103

番　水 6.767 7.791 5.282

番水後 7.054 8.38 5.262

普通期Ⅱ 4.656 4.863 6.474 2.701

取水実績(㎥/s)

別所川サイホン吐口

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

7.2822,405.2

⑤ 中江幹線用水路「別所川」より下流 2,405.2ha

に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 88.5%、 

・普通期で 86.7%、 

普通期（番水期間）で 92.9% 

・普通期Ⅱの期間で 104.4%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 0.803 1.376 2.390 0.679

番水前 1.732 2.306 0.964

番　水 1.631 2.855 0.000

番水後 1.131 2.253 0.162

普通期Ⅱ 0.458 1.695 2.119 0.162

301.6 0.774

三郷地区受益

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)
⑥ 三郷地区受益 301.6ha への取水量は、目標

量に対し 

・代掻き期で 171.4%、 

・普通期で 184.9%、 

普通期（番水期間）で 210.7% 

・普通期Ⅱの期間で 370.1%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 1.467 1.376 2.390 0.679

番水前 0.194 0.989 0.000

番　水 0.565 2.847 0.000

番水後 0.788 1.580 0.000

普通期Ⅱ 1.201 0.000 0.215 0.000

子安頭首工注水

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

220.9 1.446

⑦ 子安頭首工受益 220.9ha の櫛池川への注水

量は、目標量に対し 

・代掻き期で 93.8%、 

・普通期で 34.0%、 

普通期（番水期間）で 39.1% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 5.232 4.419 4.711 3.823

番水前 3.65 4.879 1.745

番　水 4.589 5.809 3.19

番水後 5.135 6.046 3.986

普通期Ⅱ 2.997 3.428 4.54 3.502

櫛池川サイホン吐口

期別

5.062

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

1882.7

⑧ 中江幹線用水路「櫛池川」より下流 1,882.7ha

に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 84.5%、 

・普通期で 86.8%、 

普通期（番水期間）で 90.7% 

・普通期Ⅱの期間で 114.4%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 2.483 2.544 3.236 1.545

番水前 1.179 2.341 0.000

番　水 2.149 3.211 1.196

番水後 2.551 3.265 1.384

普通期Ⅱ 1.469 1.296 2.405 0.000

津有受益

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

2.413816.3

⑨ 津有地区受益 816.3ha への取水量は、目標

量に対し 

・代掻き期で 102.5%、 

・普通期で 77.3%、 

普通期（番水期間）で 89.1% 

・普通期Ⅱの期間で 88.2%程度でした。 
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平均 最大 最小

代かき期 2.749 2.626 3.116 2.274

番水前 2.471 3.078 1.858

番　水 2.440 2.893 1.994

番水後 2.584 2.983 1.894

普通期Ⅱ 1.528 2.132 2.417 1.858

四辻観測局(国営末端)

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

2.6491066.4

平均 最大 最小

代かき期 1.430 1.297 1.999 1.484

番水前 1.092 1.492 0.525

番　水 1.178 1.702 0.478

番水後 1.173 1.792 0.435

普通期Ⅱ 0.802 0.840 1.089 0.525

548.4

中江４号

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

1.378

平均 最大 最小

代かき期 0.482 0.323 0.472 0.217

番水前 0.283 0.352 0.105

番　水 0.310 0.544 0.149

番水後 0.387 0.509 0.266

普通期Ⅱ 0.262 0.210 0.373 0.114

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

192.2

中江５号

期別

0.464

平均 最大 最小

代かき期 0.837 0.985 3.116 2.274

番水前 0.796 1.046 0.267

番　水 0.802 1.167 0.413

番水後 0.885 1.117 0.471

普通期Ⅱ 0.464 0.534 0.701 0.320

325.8

中江３号

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

0.807

平均 最大 最小

代かき期 0.767 0.730

番水前 0.700

番　水 0.620

番水後 0.660

普通期Ⅱ 0.491 0.370

174.5 0.757

中江２号：戸野目川頭首工取水量

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.633 0.530

番水前 0.560

番　水 0.430

番水後 0.400

普通期Ⅱ 0.405 0.210

144.0 0.625

中江２号：戸野目川頭首工右岸

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

○津有地区受益 816.3ha の内戸野目川頭首工

受益 174.5ha への取水量は、 

・代掻き期で 95.2%、 

・普通期で 89.8%、 

普通期（番水期間）で 81.9% 

・普通期Ⅱの期間で 75.4%程度でした。 

⑩ 中江幹線用水路「四辻観測局」より下流

1,066.4ha に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 95.5%、 

・普通期で 95.4%、 

普通期（番水期間）で 92.1% 

・普通期Ⅱの期間で 139.5%程度でした。 

⑪ 中江幹線下流部「中江４号」受益 548.4ha

への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 90.7%、 

・普通期で 82.2%、 

普通期（番水期間）で 85.5% 

・普通期Ⅱの期間で 104.7%程度でした。 

⑫ 中江幹線下流部「中江５号」受益 192.2ha

への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 67.0%、 

・普通期で 72.2%、 

普通期（番水期間）で 66.8% 

・普通期Ⅱの期間で 80.2%程度でした。 

⑬ 中江幹線下流部「中江３号」受益 325.8ha

への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 117.7%、 

・普通期で 104.2%、 

普通期（番水期間）で 99.4% 

・普通期Ⅱの期間で 115.1%程度でした。 

○津有地区受益 816.3ha の内戸野目川頭首工

右岸受益 144.0ha への取水量は、 

・代掻き期で 83.7%、 

・普通期で 76.8%、 

普通期（番水期間）で 68.8% 

・普通期Ⅱの期間で 51.9%程度でした。 

【総括】○中江幹線用水路への流入量は、目標水量の 100%程度を確保するも、上流部の板倉

地区受益、三郷地区受益への取水量は目標水量の 100%以上、中流部の津有地区受

益への取水量は 100%程度、下流部は 100%未満という実績であった。 

○特に、中江２号受益と中江５号受益への取水量は、目標水量の 60%～70%程度で

あった。 
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4) 稲荷中江用水路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 最大 最小

代かき期 1.092 1.079 1.288 0.913

番水前 1.264 1.727 0.885

番　水 1.101 1.573 0.750

番水後 0.919 1.156 0.000

普通期Ⅱ 0.893 0.567 0.803 0.650

関川頭首工

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

142.8

期別

1.081

平均 最大 最小

代かき期 0.791 0.880 0.614

番水前 0.836 0.984 0.439

番　水 0.416 0.877 0.000

番水後 0.422 0.587 0.000

普通期Ⅱ 0.012 0.285 0.374 0.276

和田客水

期別
面　積
(ha)

0.022
7.2

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 1.070 0.288 0.458 0.133

番水前 0.428 0.775 0.187

番　水 0.685 0.807 0.347

番水後 0.498 0.682 0.144

普通期Ⅱ 0.881 0.353 0.430 0.374

1.059135.6

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

矢代川サイホン呑口上流(石沢地内)

平均 最大 最小

代かき期 1.070 0.833 1.250 0.550

番水前 0.758 1.250 0.190

番　水 ― ― ―

番水後 ― ― ―

普通期Ⅱ 0.881 ― ― ―

期別

106.5

矢代川頭首工

面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

1.059

平均 最大 最小

代かき期 1.070 0.833 1.250 0.550

番水前 0.758 1.250 0.190

番　水 0.504 0.870 0.096

番水後 0.411 0.850 0.000

普通期Ⅱ 0.881 0.125 0.240 0.060

矢代川観測局

1.059135.6

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

③ 稲荷中江幹線用水路「石沢地区」より下流

135.6ha に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 26.9%、 

・普通期で 40.6%、 

普通期（番水期間）で 64.7% 

・普通期Ⅱの期間で 40.1%程度でした。 

① 稲荷中江幹線用水路 142.8ha に対する関川頭

首工からの取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 98.8%、 

・普通期で 101.0%、 

普通期（番水期間）で 101.9% 

・普通期Ⅱの期間で 63.5%程度でした。 

④ 稲荷中江幹線受益 106.5ha 分に対する矢

代川頭首工からの取水量は、目標水量に

対し 

・代掻き期で 77.9%、 

・普通期で 71.6%、 

・6 月 2 日以降取水停止。 

② 稲荷中江幹線用水路「和田客水」受益

7.2ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 3595%、 

・普通期で 2859%、 

普通期（番水期間）で 1891% 

・普通期Ⅱの期間で 2375%程度でした。 

⑤ 稲荷中江幹線用水路「矢代川観測局」より下流

135.6ha に対する流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 77.9%、 

・普通期で 55.2%、 

普通期（番水期間）で 47.6% 

・普通期Ⅱの期間で 14.2%程度でした。 

平均 最大 最小

代かき期 0.420 0.248 0.819 0.000

番水前 0.391 0.418 0.068

番　水 0.167 0.558 0.000

番水後 0.087 0.464 0.000

普通期Ⅱ 0.350 0.000 0.000 0.000

62.0 0.414

矢代川～大瀬川

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.348 0.230 0.249 0.223

番水前 0.268 0.284 0.255

番　水 0.268 0.284 0.000

番水後 0.163 0.228 0.000

普通期Ⅱ 0.280 ― ― ―

29.1

本郷頭首工注水

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

0.347

⑥ 稲荷中江幹線「矢代川～大瀬川」区間の

受益 62.0ha への取水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 59.0%、 

・普通期で 57.7%、 

普通期（番水期間）で 40.3% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした。 

⑦ 稲荷中江幹線用水路から「本郷頭首工」

受益 29.1ha への注水量は、目標量に対し 

・代掻き期で 66.1%、 

・普通期で 62.1%、 

普通期（番水期間）で 77.2% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした。 
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(3) 用水管理（番水）の記録 

月 日 対  応  内  容 

4月 1日 

 

4月 28日 

 

5月 12日 

5月 23日 

5月 25日 

 

6月 8日 

 

6月 9日 

農業用水緊急情報№１を組合員に回覧 

・内容：笹ヶ峰ダムの積雪状況並びに深耕（渇水対策）の情報 

農業関係機関渇水対策会議（県・市・ＪＡ・土改） 

・今後の状況を注視し、関係機関で連携していくことを確認。 

笹ヶ峰ダム満水日（貯水を例年より早く開始） 

笹ヶ峰ダムの放流開始。（例年７月） 

農業用水緊急情報№２を組合員に回覧 

・内容：節水管理のお願い 

笹ヶ峰ダムの早期放流に伴い、大幅に水位が低下。 

（貯水位：1216.35ｍ 貯水量：627万トン 貯水率 68.2％） 

有線放送開始。（笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水状況並びに節水管理のお願い） 

平均 最大 最小

代かき期 0.302 0.585 0.883 0.231

番水前 0.366 0.672 0.117

番　水 0.337 0.828 0.077

番水後 0.323 0.525 0.025

普通期Ⅱ 0.251 0.254 0.307 0.231

0.29844.5

大瀬川地点

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

平均 最大 最小

代かき期 0.114 0.052 0.067 0.047

番水前 0.087 0.102 0.074

番　水 0.084 0.102 0.000

番水後 0.050 0.078 0.000

普通期Ⅱ 0.113 ― ― ―

面　積
(ha)

目標流
量(㎥/s

)

本郷頭首工受益

期別
取水実績(㎥/s)

0.7 0.113

平均 最大 最小

代かき期 0.234 0.178 0.181 0.176

番水前 0.181 0.181 0.181

番　水 0.154 0.181 0.000

番水後 0.113 0.150 0.000

普通期Ⅱ 0.167 0.125 0.125 0.125

28.4 0.234

笹川頭首工注水

期別
面　積
(ha)

目標流量
(㎥/s )

取水実績(㎥/s)

⑧ 本郷頭首工受益 0.7ha の取水量は、目標

量に対し 

・代掻き期で 45.6%、 

・普通期で 60.6%、 

普通期（番水期間）で 74.3% 

・普通期Ⅱの期間で 0.0%程度でした。 

⑨ 笹川頭首工受益 29.1ha への注水量は、目

標量に対し 

・代掻き期で 76.1%、 

・普通期で 62.8%、 

普通期（番水期間）で 65.8% 

・普通期Ⅱの期間で 74.9%程度でした。 

⑩ 稲荷中江幹線用水路「大瀬川」より下流

受益 44.5ha への流下量は、目標量に対し 

・代掻き期で 193.7%、 

・普通期で 115.6%、 

普通期（番水期間）で 113.1% 

・普通期Ⅱの期間で 101.2%程度でした。 

【総括】○関川頭首工からの取水量は、目標水量に対し 100%程度取水されているが、国営幹線

用水路から和田土地改良区受益へ目標水量の約 20～35 倍程度が取水量されており、

結果して末端の矢代川頭首工への流下量が目標水量の 27%～65%程度であった。 

○矢代川頭首工の取水量は、代かき期に目標水量の 78%程度取水出来たが、6 月 2 日に

は矢代川の流量が低下したことから頭首工からの取水は停止することとなった。 

○以上の結果、矢代川頭首工下流域 135.6ha に対する流下量は、目標水量に対し代掻

き期で 77.9%、普通期で 55.2%、普通期（番水期間）で 47.6%であった。 
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6月 10日 

 

 

6月 12日 

～13日 

6月 13日 

 

6月 13日 

〃 

 

7月１日 

 

7月 15日 

 

 

7月 16日 

7月 19日 

 

7月 20日 

7月 28日 

 

7月 30日 

8月 10日 

 

8月 10日 

８月 10日まで放送 

緊急理事会の開催（関川連合・関川水系） 

・笹ヶ峰ダム・野尻湖の放流計画策定並びに節水（番水）対策協議・決定。 

・地元説明会開催（５会場） 

地元説明会（５会場） 

・笹ヶ峰ダム、野尻湖の貯水状況並びに番水実施（上江・中江交互通水）を説明。 

三者協議開催（東北電力・県・土改） 

・笹ヶ峰ダムの補償放流量 3.28トン → ▲1.5トン（24時間）変更合意。 

番水開始。（輪番制：上江・中江を１日交代で通水） 

農業用水緊急情報№３を組合員に回覧 

・内容：番水実施、笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水状況並びに節水管理のお願い 

農業用水緊急情報№４を組合員に回覧 

・内容：番水継続、笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水状況並びに節水管理のお願い 

農業用水緊急情報№５を組合員に回覧 

・内容：番水継続、笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水状況並びに節水管理のお願い 

 

笹ヶ峰ダム満水に回復。 

農業用水緊急情報№６を組合員に回覧 

・内容：番水継続、笹ヶ峰ダム・野尻湖の貯水状況並びに節水管理のお願い 

野尻湖落水開始。 

農業用水緊急情報№７を組合員に回覧 

・内容：番水一時解除のお知らせ 

番水一時解除 

農業用水緊急情報№８を組合員に回覧 

・内容：番水解除のお知らせ 

番水解除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総括】①番水（上江・中江輪番制）は、土地改良区発足から初めての経験で不安な面もあった

が、皆さんのご理解、ご協力の下、笹ヶ峰ダム及び野尻湖の節水と幹線用水路の番水

により何とか乗り切ることができた。 

    ②水位観測の結果、上流部は目標量を上回っているが、下流部は下回っていることから、

今後も引き続き公平な用水配分に向けて、水位観測を継続するとともに是正への努力

をする。 

③揚水機場受益地の一部において、かんがい不良が見受けられたことから、今後も改善

方法等を検証していく。 

④上越の作況指数 106（10/15 現在：北陸農政局新潟支局発表 H27：102＋４P） 

コシヒカリの１等米比率 90.1％（11/11 現在：ＪＡえちご上越営農生活センター発表

H27：88.9％＋1.2％）質・量ともに良好。 

⑤上越の収量（520 ㎏）に対し、新潟県全体の収量（565 ㎏）からみると▲45 ㎏⑥農

業団体（ＪＡ・普及センター等）と密に連携を図っていく。 
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(4) 揚水機場の運転実績 

1) 総括表 
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2) 代掻き期 
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【総括】①代掻き期・普通期とも、高い電気料金を節約するため県設計に基づく揚水機場の運転管

理が実施されていない。 

     ・代掻き期：２台 24 時間運転 ⇒ 設計に基づく運転は３機場 

                       その他の機場は２台 11 時間から 18 時間程度の運転時間 

     ・普 通 期：１台 24 時間運転 ⇒設計に基づく運転は２機場のみ 

           その他の機場は１台 12 時間運転が主流 

    ②このことにより、夜間の用水供給が無駄水となっている。 



 

 

 


